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【発表のポイント】 

⚫ トカラ列島に設置された国土地理院とソフトバンク株式会社（以下「ソ

フトバンク」）の GNSS（注 1）観測データの解析により、2021 年以降に発

生した 4 回の群発地震活動それぞれに同期して、群発地震活動期間外と

は異なる一時的な（過渡的な）地殻変動が起きていたことを発見しまし

た。 

⚫ 2025 年に発生した群発地震活動の際には、地震活動域の拡大に対応して、

急激に島と島の間が拡大するように見える、それまでの事例と時空間的

特徴の異なる地殻変動が発生していました。 

⚫ 2025 年群発地震活動期間中の地殻変動をモデル化した結果、この地殻変

動は、断層の過渡的な非地震性すべり（注 2）に起因する可能性が示唆され

ました。 

 

【概要】 

鹿児島県トカラ列島近海では、過去に群発的な地震活動が度々発生してきま

したが、これらの地震活動を引き起こす要因は明らかになっていませんでした。 

東北大学、北海道大学、鹿児島大学の共同研究チームは、国土地理院の運用

する GEONET 観測局とソフトバンクの独自基準点の GNSS 観測データの解析

を実施しました。解析の結果、解析開始日である 2019 年以降に発生した 4 回

の群発地震活動の発生期間中に、過渡的な地殻変動が観測されました。また、

2025年群発地震の期間中には、地震活動域の拡大に対応して、それまでの事例

では見られなかった時空間的特徴を有する地殻変動が観測されました。2025年

群発地震に同期した過渡的変動の力源モデルを推定した結果、これらの地殻変

動は、非地震性すべりによるものであることが示唆されました。 

本成果は、2026年 7月 1日付で学術誌 Earth, Planets and Spaceに掲載され

ました。

トカラ列島近海の群発地震に同期する地殻変動を発見 
―非地震性すべりが 2025年群発地震を引き起こした可能性― 



 

 

【詳細な説明】 

研究の背景 

 群発地震は明確な本震を含まない地震活動であり、マグマ・流体の移動、あ

るいはゆっくりとした断層すべりなど、地震波を伴わない変動プロセスと関連

することが示唆されています。鹿児島県トカラ列島近海（図 1b）は、群発地震

活動が繰り返し発生している地域です。2025年 6月から 7月にかけての群発地

震は、複数の M 5 以上の地震が約１カ月間断続的に発生しました（図 1d およ

び e）。この期間、震源域周辺の住民が多数島外へ避難したことから、社会的に

大きな注目を集めました。しかし、トカラ列島近海群発地震を駆動する変動プ

ロセスについては、これまで十分に解明されていませんでした。 

 

今回の取り組み 

 共同研究チームは、群発地震に同期する過渡的な地殻変動が世界各地で報告

されていることに着目し、トカラ列島に設置された GNSS 観測局のデータを用

いて、この地域の地殻変動の時空間変化を解析しました。この際、国土地理院

の運用する 2 つの観測局に加えて、ソフトバンクが独自に運用する 7 つの観測

局のデータを用いることで、群発地震域近傍の変動を観測できました（図 1b）。 

 

研究成果 

 解析の結果、2025年群発地震を含む、解析期間中に発生した 4つの群発地震

それぞれに同期して、ゆっくりした過渡的な地殻変動が生じていることが明ら

かになりました（図 2）。2024 年以前の群発地震期間中には、群発活動ごとに

変動の方向や大きさに差はあるものの、小宝島が北東へ、悪石島が南西に向か

う変動が観測されました（図 3）。また、2025 年群発地震活動期間中には、こ

れまでの事例でも認められていたゆっくりした変動に加えて、宝島と小宝島の

観測局で 7 月 1 日から 3 日にかけて急激な変動が観測されました（図 1c）。さ

らに、2025 年群発地震期間を、急激な地殻変動が現れた期間（Phase 2）とそ

の前後の期間（Phase 1 および Phase 3）に分割して変動の空間パターンを計

算したところ（図 1c）、Phase 1 と Phase 3 については過去事例と類似した変

動パターンを示したのに対し、Phase 2 では宝島と小宝島の間が拡大する変動

パターンが観測されました（図 3）。このような過去事例と異なる時空間的特徴

を持つ 2025 年群発地震の Phase 2 は、宝島西方沖の地震活動が活発化した期

間に対応していました（図 1dおよび 3e）。 

 研究グループは、2025年群発地震中の特徴的な変動パターンに着目し、群発

地震活動期間中の地殻変動を説明する運動学的モデルの推定を実施しました。

推定の結果、観測された地殻変動の空間パターンは、非地震性すべりが発生し

た可能性を示唆していました。トカラ列島が南西諸島の火山フロントの一部で

ある点と、群発地震発生期間外の地殻変動パターンを踏まえ、研究グループは



2025年群発地震と非地震性すべりの駆動源として、深部に体積膨張源が存在す

る可能性を提案しました。この仮説では、「測地的には見えない膨張源」から

加わった力、もしくは膨張源からの流体の移動に伴い、過渡的な非地震性すべ

りと群発地震が発生したと考えられます。 

 

今後の展開 

 本研究により、トカラ列島近海の群発地震活動に同期した過渡的な地殻変動

の発生が明らかになりましたが、その駆動源については現時点では仮説の段階

にとどまります。今後は地震活動、地下構造、海底地形など多角的なデータを

統合した追加調査と運動学的モデルの検討を進めることで、トカラ列島近海の

群発地震を引き起こす要因の解明が期待されます。 

 

 

 

図 1. (a)  解析対象地域周辺の広域地図。赤色の三角は活火山を示す。(b)  2025

年 6 月 1 日から 7 月 31 日までの地震活動（桃色円）と GNSS 観測局分布。ダ

イヤモンドは国土地理院の運用する GEONET 観測局を、四角はソフトバンク

の独自基準点をそれぞれ示す。(c)  宝島（BQ1I）、小宝島（BQ1J）、悪石島



（BQ1K）の観測局の GNSS 時系列。背景の色は地震活動と地殻変動に基づき

同定した「Phase」を示す。(d)  (b)に示した地震の時間－経度図。黒い破線は

宝島、小宝島、悪石島のおおよその位置を示す。(e)  (b)に示した地震の時間－

規模図。 

 

 

 

図 2. 2019 年 11 月から 2025 年 10 月までの期間の、トカラ列島に所在する

GNSS観測局（図 1b）のデータと地震活動の比較。黒色の破線は、トカラ列島

近海で顕著な地震活動があった期間を示す。(a)  東西方向、(b)  南北方向、(c) 

上下方向の地殻変動時系列。灰色の帯で示した 2024 年 12 月から 2025 年 5 月

までの期間の変動を基準にしている。時系列の色の違いは、観測局の違いを示

している。(d)  地震の時間－規模図。(e)  地震の発生数の時間変化。(f)  地震に

より解放されたモーメントの時間変化。 

 

 

 



 

図 3. 2021 年以降に発生したトカラ列島近海群発地震期間中の地殻変動。桃色

の矢印は水平方向の地面の動きの大きさと方向を、水色の矢印は上下方向の地

面の動きの大きさと方向を、それぞれ示す。また、薄い桃色と水色の円は、算

出した地殻変動量の不確実性を示す。緑の円は、地殻変動算出期間に発生した

地震を示す。(a)  2021年 4月群発地震期間中の地殻変動。(b)  2021年 12月群

発地震期間中の地殻変動。(c)  2023年群発地震期間中の地殻変動。小宝島の観

測局は群発地震前後に欠測を含むため、薄い色で表示している。(d)  2025年群

発地震の Phase1 期間中の地殻変動。(e)  2025 年群発地震の Phase2 期間中の

地殻変動。(f)  2025年群発地震の Phase3期間中の地殻変動。 
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【用語説明】 

注1. GNSS 

アメリカ合衆国の運用する GPS に代表される、人工衛星を用いて地球上

の受信装置の位置を測定するシステムの総称。現在、航法支援等に広く用

いられている。受信装置を地面に固定し連続的に計測を行うことで、地球

の中心に対する地面の位置の時間変化、すなわち地殻変動を観測すること

ができる。 

注2. 非地震性すべり 

地震波を伴わないゆっくりとした断層すべりの総称。大地震の直後に観測

される余効すべりや、自発的に開始するスロースリップが含まれる。 
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